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　私たちの大祭司は、私たちの弱さに同情できない方では

ありません。罪は犯されませんでしたが、すべての点で、

私たちと同じように、試みに会われたのです。

ですから、私たちは、あわれみを受け、また恵みをいただ

いて、おりにかなった助けを受けるために、大胆に恵みの

御座に近づこうではありませんか。

　　　　　　　 　　　　　　　へブル４章１５～１６節

年間聖句
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主 日 礼 拝
２０１８年　１２月９日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　　奏楽 ： 本多こずえ姉　　受付 ： 本多祐子姉　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 パワーポイント ： 石井颯人兄　　　　　　感謝の祈り ： 中島秀雄兄

賛 美

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

賛 美

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

中 島 秀 雄 兄

一 同

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 求めて」

「 かいばのおけで」

聖歌１２３番「 きけやうたごえ」

聖歌３９２番「 神はひとり子を」

ルカ１章２１節～３８節

「 謙虚に神様に従う祝福」

聖歌１３６番「 みかむりをもなれは捨てて」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●礼拝後昼食会があります。

大人（ 中学生以上） ２００円

子供（ 小学生） １００円

初めての方、 乳幼児無料です。
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新改訳聖書第三版より抜粋

メッセージ聖書箇所

ルカ１章２１節～３８節
21 人々はザカリヤを待っていたが、神殿であまり暇取るので不思議に思った。
22 やがて彼は出て来たが、 人々に話すことができなかった。 それで、 彼は
神殿で幻を見たのだとわかった。 ザカリヤは、 彼らに合図を続けるだけで、
口がきけないままであった。
23 やがて、 務めの期間が終わったので、 彼は自分の家に帰った。
24 その後、 妻エリサベツはみごもり、 五か月の間引きこもって、 こう言った。
25 「主は、 人中で私の恥を取り除こうと心にかけられ、 今、 私をこのように
してくださいました。」
26 ところで、 その六か月目に、 御使いガブリエルが、 神から遣わされてガリ
ラヤのナザレという町のひとりの処女のところに来た。
27 この処女は、 ダビデの家系のヨセフという人のいいなずけで、 名をマリヤ
といった。
28 御使いは、 入って来ると、 マリヤに言った。 「おめでとう、 恵まれた方。
主があなたとともにおられます。」
29 しかし、 マリヤはこのことばに、 ひどくとまどって、 これはいったい何のあい
さつかと考え込んだ。
30 すると御使いが言った。 「こわがることはない。 マリヤ。 あなたは神から恵
みを受けたのです。
31 ご覧なさい。 あなたはみごもって、 男の子を産みます。 名をイエスとつけ
なさい。
32 その子はすぐれた者となり、 いと高き方の子と呼ばれます。 また、 神で
ある主は彼にその父ダビデの王位をお与えになります。
33 彼はとこしえにヤコブの家を治め、 その国は終わることがありません。」
34 そこで、マリヤは御使いに言った。「どうしてそのようなことになりえましょう。
私はまだ男の人を知りませんのに。」
35 御使いは答えて言った。 「聖霊があなたの上に臨み、 いと高き方の力が
あなたをおおいます。 それゆえ、 生まれる者は、 聖なる者、 神の子と呼ばれ
ます。
36 ご覧なさい。 あなたの親類のエリサベツも、 あの年になって男の子を宿し
ています。 不妊の女といわれていた人なのに、 今はもう六か月です。
37 神にとって不可能なことは一つもありません。」
38 マリヤは言った。 「ほんとうに、 私は主のはしためです。 どうぞ、 あなたの
おことばどおりこの身になりますように。」 こうして御使いは彼女から去って行
った。

「謙虚に神様に従う祝福」
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今月の賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉メール紹介
2018 年 12 月 6 日御言葉

ガラテヤ人への手紙　5 章 19 ～ 26 節

19 肉のわざは明らかです。 すなわち、 淫らな行い、 汚れ、 好色、

20 偶像礼拝、 魔術、 敵意、 争い、 そねみ、 憤り、 党派心、 分裂、 分派、

21 ねたみ、 泥酔、 遊興、 そういった類のものです。 以前にも言ったように、 今もあなたがたに

あらかじめ言っておきます。 このようなことをしている者たちは神の国を相続できません。

22 しかし、 御霊の実は、 愛、 喜び、 平安、 寛容、 親切、 善意、 誠実、

23 柔和、 自制です。 このようなものに反対する律法はありません。

24 キリスト ・ イエスにつく者は、 自分の肉を、 情欲や欲望とともに十字架につけたのです。

25 私たちは、 御霊によって生きているのなら、 御霊によって進もうではありませんか。

26 うぬぼれて、 互いに挑み合ったり、 ねたみ合ったりしないようにしましょう。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

● 「肉のわざ」 の 「肉」 とはどういう意味か？　ルターは 「肉」 とは、 性的な欲望だけを指すの

ではなく、 「生活の内のすべての欲を指す」 と説明しています。

ですから、 人間が自己中心な欲望中心だけで行動するならば、 その結果は、 「淫らな行い、 汚れ、

好色、 偶像礼拝、 魔術、 敵意、 争い、 そねみ、 憤り、 党派心、 分裂、 分派、 ねたみ、 泥酔、

遊興」 というようなものへとつながると厳しく語られています。

しかし、 「御霊の実」 と出てきますが、 「御霊」 とは、 少し難しい言い方をしますと、 三位一体の

神様の一位格です。 「父なる神、 イエスキリスト、 聖霊なる神様」 聖書では、 神様は一つですが、

神様は目に見えない存在です。 その目に見えない存在である神様が、 見える形で寄り添ってく

ださった姿が、 イエスキリストであり、 また普段から見えない神様であられるお方が、 信じる私た

ちの心におられる姿が、 「御霊 ・ 聖霊」 と言います。

　この 「御霊」 を大切にする、神様の思いを大切にする生き方の結果は、「愛、喜び、平安、寛容、

親切、 善意、 誠実、 柔和、 自制」 なのです。

このような結果を否定する 「律法」 は無いのです。 ですから、 私たちは、 自分の欲望中心に生

きるのではなく、 神様の思いはどこにあるかを求めて生きる事こそが、 人生にとって私たち人間

社会にとって豊かな実を結ぶこととなるのです。

　「イエスキリストにつく者」 とは、 イエス様罪の身代わりの死である 「十字架の愛」 を信じる人

のことです。 神様に愛されていることを信じる人です。 そのような人々は、 自己中心な思いや

罪を悔い改め、 それらを捨てたはずだ。 ということです。

　日々神様に命与えられ生かされていることを感謝する者でありたいですね。 うぬぼれて、 互い

に挑みあったり、 ねたみ合ったりせずに、 日々自分に与えられた賜物を感謝し、 神様の為、 人

の為に、 活かし、 さらに成長していけるものでありたいです。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 12 月 5 日（水）

 12 月 2 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　６人　　　 　　　　　　　　  ６人

礼　　　　　拝   　５人     ７人   　９人　   ２１人

夕　　礼　　拝　　 　　　　 お休みでした。

祈　　祷　　会　　 　　　　 １人　　 １人　　　 ２人

報　　　　告

本日午後の予定

12 月の誕生日

次週（12 月 16 日）主日礼拝

 ２５日 若村和仁師

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄

聖　　書 ： ルカ１章３９節～５６節

説　　教 ： 「主の哀れみの及ぶところ」　　若村和仁師　　　　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　

讃　　美 ： 「主はぶどうの木」　　　今月の賛美 「かいばのおけで」

　　　　　　　　聖歌１２４、 聖歌３９４、 聖歌１５６、 聖歌３８３

受　　付 ： 若村めぐみ姉　　献金感謝祈祷 ： 関久美子姉

聖書を読む会（越川宅） 　　　　　　　　　　　10:00 ～ 11:30

祈　　祷　　会　                            10:30 ～ 12:00

集会案内

礼　　　　拝　　 　　 　　　　　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
12月16日(日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　　　　　　　　   9:30 ～ 10:15　

12月12日(水）

☆礼拝後、自家焙煎コーヒーと昼食をご用意しています。ご自由にお交わり下さい。

・１２月１３日 （木） NPO 法人あまやどり （場所 ： 高麗聖書教会）

☆ 17：00 ～ 18：00　夕　　拝

☆聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

赤毛のアン（手芸＆洋裁クラス） 　会費 300 円　10:00 ～ 12:30 頃12月11日(火）

12月14日(金）

☆２３日 （日） クリスマス礼拝、 午後から１５時頃まで祝会があります。
　　祝会では、 今年も、 出し物を募集します。 賛美、 スキット、 手品、 なんでもお待ちしています。
　　祝会で発表してくださる方は、 牧師、 牧師夫人までお声かけ下さい。

☆クリスマス献金袋をご用意しています。
　　神様から与えられた恵みの一部を感謝を持ってお献げしましょう。

☆１２月１６日 （日）14:00 ～ 16:00　「ハレルヤキッズクリスマス会」　（小学生対象）　　

☆ 13：00 ～ 15：00　運営委員会

ハレルヤキッズスペシャル（クリスマス会）　   14:00 ～ 16:00　
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://www.geocities.jp/haraichibaseisyo/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-980-6442

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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